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研究成果の概要（和文）：　主として大腸腫瘍，軟部腫瘍において，医用画像とテキストデータを紐づけて保存
できるシステムを利用してデータベースを作成した．作成過程を通じて，日常臨床のワークフロー上で適宜デー
タベース構築を行うためのシステム構成を討論し問題点を洗い出し，体制の整備を行った．病理組織学的所見に
関しては，病理標本スライドをデジタル化したデータを診療システム上のデジタルビューアで閲覧可能な状況を
構築し，医用画像との対比をより簡便に行える体制を構築した． 

研究成果の概要（英文）：We created a database mainly for colorectal cancer and malignant soft-tissue
 tumors, using a system that can store medical images and text data together.Through the process of 
creating the database, we discussed the system configuration,　identified problems, and established 
a system for constructing the database timely in the daily clinical workflow.　For histopathological
 findings, we constructed a system in which pathology specimen slides could be digitized and viewed 
with a digital viewer on the clinical system, making comparison with medical images easier. 

研究分野：放射線診断学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
がん診療の効率と安全性を維持，向上させ個々人に適した診断や治療を実施する「個別化医療」のためのAIの開
発には構造化された質の高い大量の正解付き学習データベースが必要とされている．本研究では各種医用画像
に，検査や手術時に術者が得た所見などのテキストデータを紐づけたマルチモーダルなデータベース構築を日常
臨床のワークフロー上で無理なく行える体制の基盤を作成することにあり，本研究において一部の診療科での体
制構築を得た．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年，人工知能（AI）開発の隆盛により医用画像における正解付き教師データベースの需要が
増大している．本邦のがん診療の効率と安全性を維持，向上せしめるためには，個々人に適した
診断や治療を実施する「個別化医療」のための AIの開発が期待されている．画像診断領域にお
いては，deep learning技術の著しい発展と画像への適用が進み，AIが人間の画像識別限界を超
える性能が示され，高精度のコンピュータ支援検出システムや，類似画像検索技術を駆使した鑑
別補助システム等の，診療効率化や見落としを防ぐという医療安全上の観点からの技術開発が
盛んに行われている． 

AI 開発には，構造化された質の高い大量の正解付き学習データベースが必要とされている．
本邦の CT や MRI などの画像診断装置は OECD 諸国の中で最も多く，臨床現場では多様かつ
膨大な画像データが日々蓄積されているが，AI 開発のために構造化された正解付き学習データ
ベースの状態で蓄積されているとはいいがたい．各施設・各研究者が持つ課題に包括的に対応で
きるような汎用的公開データベースは存在せず，課題に合わせて開発者が自前でデータベース
を準備する必要があり，準備にかかる多大な人的・時間的コストが AI研究開発のボトルネック
となり，機会喪失をもたらしている．多大な労力をかけて AIを開発した後も，診断機器などの
外部環境の変化に対して AIの精度が落ちていないかを定期的に確認し，必要に応じて新しい正
解付き学習データベースにて AIの再学習を行う必要があるため，正解付き学習データベースの
構築コスト軽減と，質の高いデータベースの効率的な構築が AIアルゴリズム研究と同様に重要
と考えられている． 
申請者は，日常臨床のワークフロー上で業務を行いながら医用画像の正解付き教師データベ
ース構築を無理なく行えるソフトウェアを企業と共同開発し実装した．集積した画像には任意
のテキスト情報以外にも検査依頼情報などの診療情報や DICOM 付帯情報も連携しており，AI
開発研究のみならず類似症例検索精度向上による診断支援，他科へのコンサルティング業務，カ
ンファレンス，初学者への教育等で利活用し，信頼性の高い業務が遂行可能となった．また，大
量のタグ付け・データ整理を行う過程で当該分野領域の知識に詳しくなる結果，個人の診療レベ
ルの向上とデータベースの精度向上が同時に達成されている．しかしながら現機能では，放射線
部門システム以外の画像（病理組織検査・手術動画など）は扱えず，異なる種類のデータを統合
して扱うことができるマルチモーダルなデータベースとはなっていない． 
 
２．研究の目的 
 今後「個別化医療」のための多彩な AIの開発を行っていくにあたり，多様な情報を統合して
利活用可能なマルチモーダルなデータベースが必須と考えられる．本研究の目的は，CT・MRI・
内視鏡検査・病理組織検査・手術動画などの各種医用画像に，検査や手術時に術者が得た所見な
どのテキストデータを紐づけた，AI 開発研究に資するマルチモーダルなデータベース構築体制
の基盤を作成することにある．具体的事例として癌診療における画像所見・手術所見・病理組織
所見の統合データベースの基盤構築を行う． 
 
３．研究の方法  
癌診療においては，原発巣の大きさや浸潤度，リンパ節転移や遠隔転移の診断が治療方針決定
に重要であり，治療開始前のマルチモーダルな画像診断が必要となっている．各種診断装置の中
でも，特に CT，MRIは空間分解能に優れた再構成画像と画像処理技術の進歩ともあいまって，
原発巣の進展範囲，転移診断，手術計画，抗がん剤治療の効果判定などがん診療において幅広く
応用されているモダリティであるため，主として CT，MRI画像と画像所見・手術所見・病理組
織所見を突合可能なデータベース構築を目的とした体制整備を行う． 
具体的なデータベース構築手法としては，手術あるいは内視鏡的治療を施行した検体のうち，

3次元処理が可能な程度の薄層スライスにて撮影された CTあるいは MRI画像を有する症例を
対象とし，(1)～(3)を繰り返すことで照合し，照合した画像は専用のサーバーに保存する． 

 
（１）治療前 CT画像の 3Dワークステーションによる立体画像構築． 
治療前 CT検査で得られた Volume dataを専用の画像ワークステーション 
(Ziostation2) により 3次元画像構築し，任意断面での原発巣あるいはリンパ節の 
構造解析を行う． 

（２）リンパ節病理組織プレパラートによる病理組織診断とデジタル化． 
病理組織リンパ節標本をNanoZoomer S360 バーチャルスライドスキャナあるいは 
デジタルカメラ付き顕微鏡を用いてデジタル化する．  

（３）診断画像と手術・病理画像との対比，解析． 
手術・病理画像と治療前 CT画像との所見の対比を行う． 

 （４）突合した画像と所見の保存 
 専用データベースに格納する． 



 
４．研究成果 
 主として大腸腫瘍，軟部腫瘍において，医用画像とテキストデータを紐づけて保存できるシス
テムを利用してデータベースを作成した．作成過程を通じて，日常臨床のワークフロー上で適宜
データベース構築を行うためのシステム構成を討論し問題点を洗い出し，体制の整備を行った．
病理組織学的所見に関しては，病理標本スライドをデジタル化したデータを診療システム上の
デジタルビューアで閲覧可能な状況を構築し，医用画像との対比をより簡便に行える体制を構
築した．  
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